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ンルであったことの 2 つからである。従来のシューベルト交響曲の研究は，後期交響曲（交響曲第 7
番《未完成》，交響曲第 8 番《ザ・グレート》）に関するものが圧倒的に多く，初期交響曲（交響曲














いる。具体的には，第 1 節～第 6 節はシューベルトの初期交響曲の詳細な分析を行った節になってい
る。節のはじめに，作曲時期およびシューベルトの年齢，楽器編成，そして楽章構成を提示している。
各楽章の分析については，どのような構成（楽節や小節配分等）になっているのか，主題はどのよう
なものであるのかなどを中心に譜例をもとに説明している。つまり，本章は第 2 章，第 3 章で行う異




推測できる。例えば，交響曲第 1 番第 1 楽章の第 2 主題がベートーヴェンの交響曲第 3 番の主題，あ
るいはピアノソナタ Op.13《悲愴》の第 1 楽章の第 2 主題と似ていることが指摘できるし，他にも交







第 2 章 第１～４楽章のつながりから見た比較 
本章では，前章での分析を踏まえた上で，シューベルトの交響曲第 1 番から第 6 番までの各交響曲
の第 1楽章から第 4楽章のつながりから比較を行う。比較を行う視点はまず小節割合である。これは，
交響曲 1 作品，つまり第 1 楽章から第 4 楽章の中での各楽章の小節の割合を求め，更にその割合をグ
ラフ化することによって構造上の違いを視覚的にわかりやすくし，比較を行う。 
 次に調性を取りあげ，それぞれの楽章の主調について比較を行う。第 1 楽章から第 4 楽章の各章の
調性というものは，第 1 楽章，第 3 楽章，第 4 楽章が同じ調であり，第 2 楽章が別の調であるのがあ
る程度一般化されていたといえる。例えば，ハイドンの交響曲第 100 番から 104 番，モーツァルトの
交響曲第 39 から第 41 番，そしてベートーヴェンの交響曲第 1 番から第 4 番，および交響曲第 8 番な
どが挙げられる。このある程度一般化された調性関連を踏まえた上で比較を行う。 
 最後に，楽章どうしの主題の関連について比較を行う。ここでは，各楽章の主題を比較することに








第 1 番の第 1 楽章の第 2 主題の後楽節と第 4 楽章の第 2 主題の後楽節は，ほぼ音型が同じであり，強




第 3 章 楽章ごとの比較 
本章では，第 1 楽章から第 4 楽章のつながりとは異なる視点，つまり各楽章どうしの比較を行って
いる。これは，交響曲の形式がある程度楽章ごとに決まっているからである。とりわけ，第 1 楽章と
第 4 楽章は，ソナタ形式が基本構造となっている。第 1 節から第 4 節は，それぞれの楽章の形式の変
形の有無，形式内の主題の形成・変化，楽節構造調性の変化などを中心に比較を行う。各楽章の比較
の結果，ここでも初期交響曲において，交響曲第 1 番にのみ見られる独自な部分が示された。 
第 1 楽章では，再現部において導入部を取り入れていること，導入部の動機と提示部の第 1 主題と
の関連が強いこと，提示部のエピローグ部分の出だしにおいてずらしの技術を用いていること，展開
部において，第 2 主題を頻繁に用いており，そのことから，第 2 主題が楽章内での中心となる主題と
なっていることであった。 
第 2 楽章では，A，B という部分だけではなく，C の部分が登場する，ロンド形式の変形を用いて
いるのが交響曲第 1 番のみであること。そして，比較する条件が揃わない中で，部分的ではあるが，
始まりの部分の楽節構造について比較を行った結果，交響曲第 1 番のみA の部分の楽節構造が，4＋4
という楽節構造ではなく，4＋3 という楽節構造であった。 
 第 3 楽章では，A－B－A（再現）の形式で見た場合，A部分の前半ではシュタインベックの「対称
的な不均等性（symmetrische Unebenheit）」iが交響曲第 1 番のみに現れていた。また，B部分（ト
リオ部分）は，楽節構造において，奇数小節数の部分があり，半分以上の小節において，オーボエと
フルートのみで旋律を奏でる部分が交響曲第 1 番のみ現れていた。 
 第 4 楽章では，大枠の構造で見た場合，交響曲第 1 番は他の交響曲よりもむしろ典型的なソナタ形
式を示しており，独自性というものは見られなかった。それに対して，主題労作に関しては，交響曲














ている。とりわけ，シューベルトの交響曲第 1 番第 1 楽章の第 2 主題が展開部において用いられてい
る主題である点を比較すると，モーツァルトの《ポストホルンセレナーデ》及び交響曲第 40 番 g-moll
は，第 1 主題と第 2 主題のうち，展開部において用いられているのは共に第 1 主題であった。また，
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